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年： 月 日渋谷区千駄ヶ谷に生まれる

年：東宝映画撮影所美術部勤務

年：飯沢匡に見いだされ人形絵本、ＣＭ製作などを

始める

年：チェコ・プラハに留学、

人形アニメの巨匠イジィ・トルンカに師事

年：「花折り」をはじめ、「鬼」（ ）、「道成寺」（ ）、

「火宅」（ ）など、人形アニメーション映画を発表

年：ＮＨＫ人形劇「三国志」人形美術担当

年：日中合作人形アニメーション「不射之射」監督

年：日本チェコ合作人形アニメーション「いばら姫またはねむり姫」監督

年：ＮＨＫ人形歴史スペクタクル「平家物語」人形美術担当

年：日本アニメーション協会会長就任

年：連句アニメーション「冬の日」監督

年：人形アニメーション「死者の書」監督

年：長野県飯田市に川本喜八郎人形美術館オープン、館長就任

年： 月 日逝去

年： 月 日渋谷ヒカリエ８階川本喜八郎人形ギャラリーオープン

 
■「川本喜八郎人形ギャラリー」

 川本喜八郎（1925～2010）は、渋谷区千駄ヶ谷に生まれ育ち、人形美術家・アニメーション 

作家としてＮＨＫ人形劇「三国志」、「平家物語」などを手掛け、世界的にも活躍し、多くのファン 

を魅了してきました。渋谷区では芸術や文化を、気軽に身近で楽しむアートスポットとして、川本

喜八郎の生み出した人形をテーマに応じて、常設展示してまいります。 

 入 館 料 無料

 開館時間 午前 時～午後 時

 休 館 日 無休（ただし年末年始、展示入替期間は除く）

 住 所 渋谷区渋谷二丁目 渋谷ヒカリエ 階

 アクセス
東急東横線・田園都市線、東京メトロ半蔵門線・

副都心線「渋谷駅」 番出口直結。

ＪＲ線、東京メトロ銀座線、京王井の頭線

「渋谷駅」と Ｆ連絡通路で直結。

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）など、人形アニメーション映画を発表

解説・監修：平井 徹（慶應義塾大学講師） 

渋 谷 区 文 化 振 興 課 
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～三国志より～

 当時の後漢王朝は、外戚と宦官の二大勢力が宮中の実権をめぐって争い、庶民は苦しみに
あえいでいた。18４年、張角を首領とする「黄巾の乱」が勃発、世は群雄割拠の様相を呈してき

た。時の霊帝が崩御すると、幼い皇子をめぐって皇位継承の争いが繰りひろげられ、外戚の大

将軍何進は妹の何后の生んだ辯皇子を推し、「十常侍」と称する 10 人の宦官は別の妃の生ん

だ協皇子を擁立して対抗した。結局、辯皇子が即位して少帝となったが、都に乗り込んできた董

卓によって少帝母子は殺害され、協皇子が即位して献帝となった。 

☆展示人形  張角・張宝・張梁・蹇碩・趙忠・段珪・何后・弘農王・陳留王 
 

 
 

曹操に反旗を翻した劉備だったが、あえなく一敗地にまみれ、関羽・張飛二人の義弟とも生き

別れとなる。関羽は心ならずも曹操に降伏したが、彼の武勇を愛する曹操によって破格の厚遇を

受ける。やっとのことで劉備の居所をつかんだ関羽は、曹操からの恩義を返したうえで名馬赤兎に

跨り、決死の「千里行」に旅立った。途中、曹操配下の夏侯惇や、彼を裏切り者と誤解した張飛

と果敢な一騎打ちを演じたすえ、ついに古城で劉備と再会、三兄弟は新たなる出発を期するので

あった。 

☆展示人形  関平・関羽・張飛・夏侯惇 

～平家物語より～
 

 

 

寿永４（1184）年３月、長門国赤間ヶ関壇ノ浦（山口県下関市の関門海峡）海上。源氏と平家

は併せて千隻以上の船が入り乱れる中、最後の決戦の時を迎えた。早い潮の流れを熟知し、その

流れに乗った平家軍は義経軍を圧倒したが、潮の流れが反転すると、それを待っていた義経軍は

一気に平氏軍に猛攻をしかけた。敗北を悟った平氏一門は、幼帝と三種の神器をかき抱き、潮騒

の中、悲愴な死出の旅路へと消えていった。「浪の下にも都のさぶらふぞ」（二位ノ尼）「見るべき程

の事は見つ」（知盛）との言葉を残して。 

☆展示人形 二位ノ尼・安徳帝・平宗盛・建礼門院（単衣）・平資盛 

平教盛（老）・平知盛・平教経・平経盛・平時忠・夕花・帥の局 

 

 
 

悲劇は平家を壊滅させた義経その人の上に迫っていた。戦捷に沸き返る鎌倉の地で、頼朝は怖

るべき弟義経の追い落としを冷徹かつ迅速に図った。壇ノ浦からわずか半年後、義経の奥州への

逃避行が始まるのである。容赦ない追捕の手を逃れ、二年の旅路の末に平泉にたどり着くが、文

治 5（1189）年閏 4 月、紅蓮の炎の中で義経は自害して果てた。桜が爛漫と咲きほこる吉野山、薄

紅の花びらが、生命の火花を散らした武士たちへのはなむけとばかりに降りしきる。 

☆展示人形  佐藤忠信・富樫泰家・大江広元・西行・文覚 

源頼朝・北条政子・静・建礼門院（尼）・後白河法皇 

麻鳥・蓬子・麻丸・円 
 

 

 

 

 

 

 

出入口

コラム 徹の部屋

非常口
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 鎌倉時代研究の基本史料『吾
あ

妻
づま

鏡
かがみ

』は、治
じ

承
しょう

4年（1180）の頼朝挙兵に始まる 87年間の鎌倉

幕府の事跡を編年体で記した、変体漢文による史書です。『平家物語』の掉
と う

尾
び

を飾る、後白河法

皇が建礼門院を訪問する「大原御
ご

幸
こ う

」の有名な一段は、専らこの『吾妻鏡』を拠りどころとするもの

で、同時代の公家の日記などには一切出てきません。『吾妻鏡』の該当箇所には、事実であった

ことを示す文として、「彼
か

の幽棲
ゆうせい

を訪
とぶ

らい申
も う

さるるに依
よ

りてなり」（原漢文）とありますが、実は前後の

文脈から見て、主語は法皇ではなく頼朝、また「訪」字は必ずしも「訪れる」という意味ではなく、

「消息をたずねる、どうしているか様子を聞く」という意味のほか、当時は「経済援助する」という使い

方がありました。よって、法皇が訪問したのではなく、頼朝が門院に荘園を寄進して経済的に援助

したと解せるわけで、「大原御幸」は架空の物語であったことになるのです。 
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